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2 .北タイにおける 雲南系ムス リム－複層化する移住史
雲南系ムスリムは、中華民国時代まで回民、その後の中国における民族政策では回
族とよばれ、中国国内ではイスラームを信仰する 一民族として、独自の歴史的宗教的



















































































































民族区分 行政地区（郡、市） モスク名 中国語名 設立年
1 雲南 メーアイ タ一トン 慈恵 1974 
2 雲南 ファン ファン 信徳 1975 
3 雲南 If フォファイ 吉慶 1985 
4 雲南 If アンカーン 極遠 1987 
5 雲南 If パーン ・ヤーン 善美 1970-1980年頃
6 雲南 チェンマイ市 バーン ・ホー 王和 1917、1966年再建
7 雲南 If サンパコイ 敬真 1970 
8 雲南と印・パ If チャンプァク 1877 
9 印・ノf If チャンクラーン 1870 
10 勺 fl チェンマイ つ
11 ワ ドイサケット ドイサケット 1972 
12雲南と印・パ サムカンペーン サムカンペーン 勺
13 印・ノミ サーラピー ノンベーン 1950 

















雲南省 地名（市、州） 地名（市・県級以下） （人）
；員中 昆明巾 昆明（巾） 3 
玉渓市 玉渓（市） 10 
通海（県） 15 
通海県河西鎮 4 
" 大田村峨山葬族自治（県） 15 
峨山葬族 自治県小街鎮 文明村 11 
" 大白邑村 7 新平葬族僚族自治県
楚雄巾 楚雄（巾） 6 
小計 73 
渡東南 ｜紅河R合尼族族葬 自治州 ｜蒙 白県 I 2 
文山市 ｜文山（市）
個旧市 ｜個旧（市） ｜ 
沙旬鎮 ｜ 
建水県 ｜ 
明達市 」貝理〔－~）＿ _[ _1 












小計 ｜ 12 
































出身者が多く 150人中 73人で約 48.67% を占めている 。演中以外には、地区別にほぼ
同数なのが演東南と演西で、それぞれ 13人と 12人である 。このほか大理がある濃西














い、夜が明けた早朝と日が暮れた夕方の 2回の食事が許されている 。 日が暮れ断食が
あけると、夕方の食事が始まる 。雲南系ムスリムのモスクでは断食月の共食は、 1ヶ
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5 福島（ 2012）両角（ 2002）、塩尻・池田（ 2006) 
6 タイのハラール食品の認定はタイ国中央イスラーム委員会の管轄のもとで行われている 。





と呼ばれる 。その創設者は雲南系ムスリム l世の忽然茂である 。忽然茂は 20世紀半ば中国の共産
主義の恐怖から中国を離れ、ビルマを経てタイに定着した雲南系ムス リムである 。他の多くの雲南
系ムスリムと同様、山地と平地を往来しながらアヘンやその他の流通にもとづくキャラバン交易に
従事し、 1951年にタイチェンマイに難民として定着した。卒業生には雲南系ムスリムのみならず、
インド・パキスタン系、南タイからのムスリムも含まれている（王 20日，2014）。
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